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（議案第１号）

令和元年度宮崎県一般会計補正予算（第２号）

　　　　　　  　【単位：千円】

会計 所   属 補正額 補正前の額 補正後の額

教 育 政 策 課 0 3,201,223 3,201,223

財 務 福 利 課 0 3,877,826 3,877,826

高 校 教 育 課 3,500 3,724,054 3,727,554

義 務 教 育 課 0 102,050 102,050

特 別 支 援 教 育 課 0 480,036 480,036

教 職 員 課 0 94,358,081 94,358,081

生 涯 学 習 課 0 581,237 581,237

ス ポ ー ツ 振 興 課 0 1,035,140 1,035,140

高 校 総 体 推 進 課 0 319,277 319,277

文 化 財 課 0 508,909 508,909

人 権 同 和 教 育 課 0 104,111 104,111

合　　　計 3,500 108,291,944 108,295,444

財 務 福 利 課

（県立学校実習事業）

財 務 福 利 課

（ 育 英 資 金 ）

合　　　計 0 1,223,859 1,223,859

3,500 109,515,803 109,519,303

993,381 993,381
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（議案第１号関連）

○新 五ヶ瀬中等教育学校生徒寮改修事業

高校教育課

１ 事業の目的・背景

五ヶ瀬中等教育学校の募集人員について見直しを検討してきた結果、来年度より男女

同数の定員を設けることを決定したことから、生活・教育環境上、必要となる寮の改修

を行う。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ３，５００千円

(2) 財 源 全額一般財源

(3) 事業期間 令和元年度から令和３年度まで

(4) 事業内容

① 設計委託（令和元年度)

② 改修工事（令和２年度、令和３年度）

３ 事業効果

見直し後の定員を収容できる施設が整備され、必要な教育環境を確保することができ

る。
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（議案第９号）

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例

教職員課

１ 条例整備の理由

会計年度任用職員等に関する規定が追加された地方公務員法及び地方自治法の一部を

改正する法律が、令和２年４月１日に施行されることに伴い、本県においても会計年度

任用職員制度を導入することから、関係条例の制定及び改正を行うものである。

（参考）地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の概要

① 特別職非常勤の範囲を、専門的な知識経験等に基づき、助言、調査等を行う者に

厳格化

② 臨時的任用は、常勤職員に欠員を生じた場合に厳格化

③ 一般職の非常勤職員を新たに会計年度任用職員とし、採用方法や任期を明確化

④ 会計年度任用職員について、期末手当の支給が可能となるよう規定を整備

２ 条例の内容

(1) 会計年度任用職員制度導入に伴う関係条例の改正

会計年度任用職員の勤務時間や退職手当の支給に係る規定等の整備

(2) 改元に伴う元号の修正等

（改正を要する条例）

① 職員の分限に関する条例（昭和28年宮崎県条例第41号）

② 職員の懲戒に関する条例（昭和28年宮崎県条例第42号）

③ 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（昭和28年宮崎県条例第43号）

④ 職員の退職手当に関する条例（昭和28年宮崎県条例第44号）

⑤ 職員の給与に関する条例（昭和29年宮崎県条例第40号）

⑥ 企業職員の給与の種類及び基準を定める条例（昭和31年宮崎県条例第４号）
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⑦ 専門委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和31年宮崎県条例第35号）

⑧ 市町村立学校職員の分限に関する条例（昭和31年宮崎県条例第38号）

⑨ 市町村立学校職員の懲戒に関する条例（昭和31年宮崎県条例第39号）

⑩ 市町村立学校職員の給与等に関する条例（昭和32年宮崎県条例第26号）

⑪ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例（昭和63年

宮崎県条例第４号）

⑫ 職員の育児休業等に関する条例（平成４年宮崎県条例第６号）

⑬ 市町村立学校職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成８年宮崎県条例

第16号）

⑭ 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例（平成13年宮崎県条例第49号）

⑮ 宮崎県人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年宮崎県条例第５号）

⑯ 病院事業職員の給与の種類及び基準を定める条例（平成18年宮崎県条例第22号）

３ 施行期日

令和２年４月１日施行

（ただし、改元に伴う元号の修正等一部規定は公布日施行）
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（議案第１２号） 

教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例 

      

                               特別支援教育課 

 

１ 改正理由 

  県立都城きりしま支援学校の分校である小林校の本校化に伴い、必要な改正を行う

ものである。 

 

２ 改正内容及び施行期日 

  令和２年４月１日、別表第１から「県立都城きりしま支援学校小林校小学部」「同

中学部」「同高等部」を削除し、「県立小林こすもす支援学校」「同小学部」「同中

学部」「同高等部」を追加する。 

 

３ 県立小林こすもす支援学校の概要 

（１）学校の配置 

新校名 学部 住   所 

県立小林こすもす 

支援学校 

小学部 小林市東方3216番地（小林市立東方小学校） 

中学部 小林市東方3094番地２（小林市立東方中学校） 

高等部 小林市真方124番地（県立小林高等学校） 

 

（２）校名選定について 

〇 公募を実施し、その結果を踏まえ決定 

〇 選定の理由 

・ コスモスは、小林市の花であり、応募数が最も多かった。また、コスモスの

花言葉が「まごころ」「調和」であり、群生する様子から、新しい学校の子ども

たちが、明るく、みんなで支え合いながら成長してほしいという県民の思いや

願いが込められている。 

・ 「こすもす」をひらがな表記とすることで、県民に親しまれる柔らかなイメ

ージとした。 

・ これまで小林市の全面的な協力により、都城きりしま支援学校小林校を開設

し、教育の充実を図ることができたこと、また、県内の他の地域の特別支援学

校と同じく、所在する市の「小林」の名称を使用することとした。 

5



【報告事項】

家庭教育を支援するための施策の実績等（平成30年度）について

生涯学習課

１ 報告の根拠

宮崎県家庭教育支援条例（平成28年3月23日条例第34号）

第18条（年次報告）

知事は、家庭教育を支援するための施策を取りまとめるとともに、

その実績について、毎年度、議会に報告し、公表するものとする。

２ 報告の内容

平成30年度に実施した施策の実績（別添報告書）

第11条から第16条に示された６つの条文に沿って整理している。

第11条（親になるための学びの支援）

第12条（親としての学びの支援）

第13条（多様な家庭環境に配慮した支援及び関係者間の連携強化）

第14条（人材の養成等）

第15条（相談体制の整備、充実等）

第16条（広報及び啓発）

３ その他

(1) 令和元年度に実施する施策の状況（事業一覧）

(2) 令和元年度 全県的な家庭教育支援の推進体制
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条例 条文の内容 教育庁 知事部局 警察本部

第
11
条

親になるた
めの学びの
支援

○平成３１年度みやざき心のバリアフ
リー推進事業
【特別支援教育課】
○みやざき家庭教育サポート推進事業
【生涯学習課】

○生活困窮者家計相談支援事業
【福祉保健課】
○健やか妊娠サポート事業
【健康増進課】
○未来みやざき子育て県民運動推進事業
【こども政策課】
○みやざき食の安全・食育連携強化推進事業【農
業連携推進課みやざきブランド推進室】

第
12
条

親としての
学びの支援

○みやざき家庭教育サポート推進事業
（再掲）
【生涯学習課】
○かけがえのない「いのち」を大切に
する教育推進事業
【人権同和教育課】

○訪問救急教室委託事業
【医療薬務課】
○未来みやざき子育て県民運動推進事業（再掲）
【こども政策課】
○乳児家庭全戸訪問事業
【こども家庭課】

第
13
条

多様な家庭
環境に配慮
した支援及
び関係者間
の連携強化

○みやざき地域学校パートナーシップ
推進事業
【生涯学習課】
○チーム学校の実現に向けた教育相談
体制支援事業
【人権同和教育課】

○災害対策本部総合対策部室の見学受入れによる
防災学習の実施
【危機管理課】
○「子どもたちの夢・挑戦」応援事業
【福祉保健課】
○生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業
【福祉保健課】
○地域子育て支援拠点事業
【こども政策課】
○青少年健全育成条例運営事業
【こども家庭課】
○青少年健全育成強化推進事業
【こども家庭課】
○子どもをまもる地域ネットワーク育成強化事業
【こども家庭課】

○少年に手を差し伸べる立ち直り
支援事業
【少年課】

第
14
条

人材の養成
等

○みやざき家庭教育サポート推進事業
（再掲）
【生涯学習課】

○子供の未来応援地域ネットワーク形成支援事業
【福祉保健課】
○「子どもたちの夢・挑戦」応援事業（再掲）
【福祉保健課】
○発達障がい者家族相談員養成等事業
【障がい福祉課】
○みやざき食の安全・食育連携強化推進事業（再
掲）
【農業連携推進課みやざきブランド推進室】

第
15
条

相談体制の
整備、充実
等

○電話相談事業
【教育政策課・
　人権同和教育課】
○みやざき学び応援ネット
【生涯学習課】
○みやざき家庭教育サポート推進事業
（再掲）
【生涯学習課】
○みやざきの子どもを守るネットトラ
ブル対策事業
【人権同和教育課】

○男女共同参画センター管理運営委託費
【生活・協働・男女参画課】
○生活困窮自立相談支援事業
【福祉保健課】
○子ども救急医療電話相談事業
【医療薬務課】
○健やか妊娠サポート事業（再掲）
【健康増進課】
○子ども・若者支援促進事業
【こども家庭課】
○児童家庭支援センター設置運営事業
【こども家庭課】

○少年サポートセンター運営事業
【少年課】
○未来を担う少年育成のためのス
クールサポーター事業
【少年課】

第
16
条

広報及び啓
発

○みやざき学び応援ネット（再掲）
【生涯学習課】

○男女共同参画センター管理運営委託費（再掲）
【生活・協働・男女参画課】
○「気軽に相談！」多重債務者対策事業
【生活・協働・男女参画課】
○消費者行政活性化事業
【生活・協働・男女参画課】
○「子どもたちの夢・挑戦」応援事業（再掲）
【福祉保健課】
○青少年健全育成条例運営事業（再掲）
【こども家庭課】
○青少年健全育成強化推進事業（再掲）
【こども家庭課】
○働き方改革推進強化事業
【雇用労働政策課】
○ワークライフバランス促進事業
【雇用労働政策課】
○動物愛護センターを活用した動物愛護思想の普
及啓発推進事業
【衛生管理課】

○命の大切さを学ぶ教室
【警務課】
○少年サポートセンター運営事業
（再掲）
【少年課】

　令和元年度に実施する施策の状況（事業一覧）：17課・室50事業（内再掲13）
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第１１条 親になるための学びの支援　　　　第１２条 親としての学びの支援
第１３条 多様な家庭環境に配慮した支援及び関係者間の連携強化
第１４条 人材の養成等　　第１５条 相談体制の整備、充実等　　第１６条 広報及び啓発

令和元年度　全県的な家庭教育支援の推進体制

《出席者》　教育次長（振興）【※座長】、関係各課・室の長
《内　容》　 ○ 全県的な家庭教育支援の推進方策について検討
　　　　　　　○ 庁内連絡会での協議内容の確認及び承認

《出席者》　関係各課・室の担当リーダーまたは担当者
《内　容》　 ○ 施策を体系的に整理　　　　　　　○ 県民への広報・啓発
　　　  　　　○ 議会報告準備

【総合政策部】
 ○ 生活・協働・男女参画課
【総務部危機管理局】
 ○ 危機管理課
【福祉保健部】
 ○ 福祉保健課
 ○ 障がい福祉課
 ○ 衛生管理課
 ○ 医療薬務課
 ○ 健康増進課
 ○ こども政策課
 ○ こども家庭課
【商工観光労働部】
 ○ 雇用労働政策課
【農政水産部】
 ○ 農業連携推進課
　  みやざきブランド推進室

【教育庁】
 ○ 教育政策課
 ○ 特別支援教育課
 ◎ 生涯学習課（事務局）
 ○ 人権同和教育課

 【警察本部】
 ○ 警務課
 ○ 少年課

《出席者》　　「みやざき家庭教育サポートプログラム」のトレーナー（市町村関係者、

　　　　　　　　学校関係者、保護者、社会教育関係団体、企業等）、関係機関担当者等
《内　容》 ○ 「みやざき家庭教育サポートプログラム」の普及の進め方
　　　　　　○ 全県にわたる家庭教育支援の進め方に係る意見聴取

《出席者》 　「みやざき家庭教育サポートプログラム」の受講者（市町村関係者、

　　　　　　　　　学校関係者、保護者、社会教育関係団体、企業等）、市町村行政関係者等
《内　容》  ○ ブロック内における家庭教育支援の進め方に係る具体策の検討等

宮崎県家庭教育支援条例

各家庭が家庭教育に自主的に取り組むことができる環境整備に努めるとともに、家

庭教育を地域全体で応援する社会的気運を醸成することで、子どもの健やかな成長に

喜びを実感できる宮崎県の実現を目指す。

家庭教育支援庁内連絡会

家庭教育支援庁内推進会議

家庭教育支援推進協議会《生涯学習課１回》

連携

連携

連

携

家庭教育支援ブロック別協議会《教育事務所全７地区各１回》

【県民からの意見を施策に反映】 【事業等の説明】

１７課・室
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【その他の報告事項】

教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の報告書について

教育政策課

１ 概要

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定により、教育委員会

は、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」（以下「点検・評価」

という。）を行い、その結果を議会に提出するとともに、公表することとされている。

「点検・評価」の内容としては、教育委員の活動状況をまとめるとともに、第二次

宮崎県教育振興基本計画の進行管理にも活用できるよう、全ての施策を対象とした指

標・実績等の評価・分析を行っている。

２ 「点検・評価」報告書 ・・・・別冊資料

－報告書の構成－

第１章 教育委員会会議及び教育委員の活動状況

第２章 各施策の状況

第３章 外部有識者の意見

第４章 総括

３ 作成経過及び今後の日程

３月～５月 平成３０年度の取組について、事務局内での点検

６月 教育委員会での協議

８月 外部有識者会議の実施

教育委員と事務局職員との協議

教育委員会において令和元年度「点検・評価」を付議・決定

９月（今回）県議会(常任委員会)に報告

10月 県ホームページ等で公表（予定）
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別紙 「点検・評価」報告書の「第４章 総括」

１ 評価基準
管理指標の達成度の評価及び関連する取組状況を参考に、社会情勢や特殊要因

による影響等についても考慮した上で、評価区分は以下の４段階で評価を行った。
段階 評価区分
Ａ(ａ) 成果が出ており、順調である。
Ｂ(ｂ) 一定の成果が出ており、おおむね順調である。
Ｃ(ｃ) 一部に成果が上がっていない項目がある。
Ｄ(ｄ) 成果があまり上がっておらず、取組が進んでいない。

２ 各施策の取組状況と評価について ※（ ）は前年度評価

（1） 施策の目標Ⅰ 県民総ぐるみによる教育の推進
施 策 評価

１ 学校･家庭･地域や企業･市民団体等が一体となって取り組む教育の b(b)

推進 Ｂ

２ 家庭や地域の教育力の向上 a(a) （Ｂ）

３ 開かれた学校づくりの推進 b(c)

【管理指標及び取組の状況】
○ 管理指標の実績値を見ると、施策２は成果が出ている。施策１についても一定
の成果が出ている。特に、施策３については、目標にわずかに及ばなかったもの
の、コミュニティ・スクールの設置など、その取組の充実度は年々高くなってき
ている。

【評価を踏まえた今後の方向性等】
○ コミュニティ・スクールの設置が努力義務化される中、本県では県立高校５
校をモデル校に指定し、それらの取組状況を踏まえながら、コミュニティ・ス
クールの設置の一層の推進を図っていく。

（2） 施策の目標Ⅱ 社会を生き抜く基盤を育む教育の推進
施 策 評価

１ 就学前教育の充実 ※教育委員会の所管外の施策 －

２ 確かな学力を育む教育の推進 c(c)

３ 豊かな心を育む教育の推進 b(b)

４ 健やかな体を育む教育の推進 c(c) Ｂ

５ 生きる力を育む読書活動の推進 b(b) （Ｂ）

６ 特別な支援が必要な子どもに対応した教育の推進 a(b)

７ 人権が尊重される社会を目指す教育の推進 b(a)

８ 幼保･小･中･高等学校の一貫性のある教育や大学等と連携した教育 b(b)

の推進

【管理指標及び取組の状況】
○ 管理指標の実績値を見ると、施策３、５、６、８は一定の成果が出ている。

また、施策２、４の達成状況は前年度と同じｃのままである。

【評価を踏まえた今後の方向性等】
○ 確かな学力については、「分かる、できるまで教える」という授業改善の取組
を継続するとともに、活用する力の育成を図っていく。
健やかな体を育む教育の推進については、各学校の、実態に応じた「体力向上

プラン」を作成するとともに、体力に関する全県的な課題への継続的な取組を進
めて行く。
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（3） 施策の目標Ⅲ 宮崎や日本、世界の将来を担う人財を育む教育の推進
施 策 評価

１ ふるさと宮崎に学び、誇りや愛着を育む教育の推進 b(b)

２ 地域課題解決に参画する意識や態度を育む教育の推進 b(a) Ｂ

３ キャリア教育・職業教育の推進 b(a) （Ｂ）

４ グローバルな視野を持ち、宮崎や日本、世界で活躍する人財を育む b(b)

教育の推進

【管理指標及び取組の状況】
○ 管理指標の実績値を見ると、施策２及び施策３が、それぞれaからbへ評価が下
がっているが、一部の指標に微減が見られるものの、その達成状況は高い割合を
示しており、各施策の取組の充実が図られており、一定の成果が見られる。

【評価を踏まえた今後の方向性等】
○ 今後も地域・家庭・学校が連携したキャリア教育の推進を図ると共に、グロー
バル化に対応した教育を推進する。
特にアシスト企業の登録も増えてきていることから、その活用について学校、

家庭への啓発を行うこと、教育支援を行う地域人材のスキルを上げることの両面
から充実を図っていく。

（4） 施策の目標Ⅳ 魅力ある教育を支える体制や環境の整備・充実
施 策 評価

１ 教職員の資質向上 b(b)

２ 公立学校における安全・安心の確保と防災教育等の推進 b(a) Ｂ

３ 公立学校の教育環境の整備・充実 b(b) （Ｂ）

４ 私立学校の振興 ※教育委員会の所管外の施策 －

５ 高等教育環境の充実 ※教育委員会の所管外の施策 －

【管理指標及び取組の状況】
○ 管理指標の実績値を見ると、いずれの施策もおおむね目標値及び基準値を達成
している。施策２については、子どもの安全確保のための、家庭や地域ボランテ
ィア等との行動連携という点で、一層の啓発が必要である。

【評価を踏まえた今後の方向性等】
○ 各学校の実情に即した、より実効性のある防災・減災への取組を推進する。

また、各県立学校において、安全教育、安全管理を効果的に進めるため、学校
安全の要となる中核教員の育成など防災教育に係る人材育成を推進する。

（5） 施策の目標Ⅴ 生涯を通じて学び、文化・スポーツに親しむ社会づくりの推進
施 策 評価

１ 生涯学習の振興 a(b) Ｂ

２ 文化の振興 a(a) （Ｂ）

３ スポーツの振興 c(c)

【管理指標及び取組の状況】
○ 管理指標の実績値を見ると、施策１及び施策２については成果が出ている。

施策３の目標達成状況にはやや課題が残る。働き盛りや子育て世代の運動実施
率が低く、仕事や育児による時間の制約があり、スポーツに触れる機会が少ない
のが要因である。

【評価を踏まえた今後の方向性等】
○ 働き盛りや子育て世代を中心に、SALKOを活用したウォーキング普及など、１
１３０県民運動の全県的な推進を図る。
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第４３回全国高等学校総合文化祭の結果について 

 
                          高校教育課 

 
令和元年７月２７日～８月１日開催  

 

 

○  大会開催期間       令和元年７月２７日～８月１日      

 

 

○ 大会への総参加人数    ２９０名（２４校） 

 

※ 本県高校生は、「創造の羽を広げ、蒼天へ舞え バルーンの如く」の大会テーマの

下、日頃から学業との両立を図りながらひたむきに文化芸術活動に励む、全国の多

くの高校生と互いの成果を確かめ、交流を深めながら活躍した。 

 

※ 総合開会式は、県代表として、都城泉ヶ丘高校２年内村琴美さんが出場した。 

  

 

○ 入賞等 

 

  ◆書道部門   特別賞 

宮崎南   ３年 野崎 優美（のざき ゆみ） 

          特別賞 

高千穂   ３年 一山 藍理（いちやま あいり） 

 

  ◆放送部門   アナウンス部門 優秀賞（ベスト８相当） 

           宮崎第一  ３年 中倉 葉香（ちゅうくら はるか） 

宮崎県全体成績 

           文部科学大臣賞（全国１位） 

 

  ◆将棋部門   男子個人第５位 

           宮崎大宮  ２年 清水 将馬（しみず しょうま） 

 

  ◆弁論部門   優良賞（全国１０位） 

           宮崎西   ３年 谷口 日奈子（たにぐち ひなこ） 
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（参加状況及び結果一覧） 

専門部名 結   果 

書 道 

宮崎大宮、宮崎南、日南、高千穂の４校４名が参加 

野崎優美（宮崎南３年）・一山藍理（高千穂３年）が「特別賞」受賞 

（出品数約３００点中の５０位以内相当） 

写 真 佐土原、高鍋、宮崎農業、宮崎大宮の４校５名が参加 

百人一首 宮崎大宮、宮崎西、２校８名が参加 

放 送 

・アナウンス部門･･･宮崎大宮、宮崎第一の２校３名が参加                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

・朗読部門･･･宮崎南、五ヶ瀬、本庄の３校３名が参加 

・ビデオメッセージ部門･･･宮崎第一、延岡星雲の２校 5名が参加 

・オーディオピクチャー部門･･･宮崎第一の１校 3名が参加。 

アナウンス部門（144名）で中倉葉香（宮崎第一３年）が「優秀賞（全国８位以内）」を受賞。 

放送部門全体成績で 47都道府県中、宮崎県が「文部科学大臣賞（全国 1位）」 

囲 碁 

・団体戦･･･宮崎西、日南学園、都城泉ヶ丘の３校３名が参加 

・男子個人･･･山内一晟（日南学園２年）が参加 

・女子個人･･･飯干瑠美奈（五ヶ瀬２年）が参加 

将 棋 

・男子団体戦･･･宮崎第一３名が参加 決勝トーナメント進出（ベスト１６） 

・女子団体戦･･･日向学院３名が参加 

・男子個人･･･清水将馬（宮崎大宮２年）、阿彦共喜（宮崎西３年）が参加 

         清水が「９６名中 ５位入賞」 

・女子個人･･･小野由葵（高鍋３年）、新町優嘉（宮崎南２年）が参加 

         両名とも決勝トーナメント進出 小野（ベスト１６）、新町（ベ

スト３２） 

弁 論 
宮崎西、小林の２校２名が参加 

谷口日奈子（宮崎西３年）が「優良賞（７４名中 第１０位）」 

日本音楽 宮崎商業１校１１名が参加 

郷土芸能 富島１校８名が和太鼓部門に参加 

新 聞 宮崎大宮、宮崎南、都城泉ヶ丘の３校６名が参加 

自然科学 

・研究発表 物理部門・・・福島１校が参加 

・研究発表 化学部門・・・都城泉ヶ丘１校が参加 

・研究発表 生物部門・・・宮崎北１校が参加 

・研究発表 地学部門・・・都農１校が参加 

・ポスターパネル発表・・ 宮崎北１校が参加 

 

（以下は、発表のみのフェスティバル部門） 

合 唱 宮崎西 １校４０名が参加 

美 術 延岡、宮崎日大、宮崎大宮、宮崎学園、延岡星雲、都城工業 ６校６名が参加 

吹奏楽 延岡学園高校・尚学館中学校 １校４８名が参加 

器楽・管弦楽 宮崎県合同管弦楽団（宮崎商業、佐土原）２校６０名が参加 

文 芸 
文芸部誌部門に宮崎西１名、俳句部門に宮崎商業１名、詩部門に宮崎商業１名、短

歌部門に宮崎西１名が参加 

M&B 宮崎学園 １校４２名が参加 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（協賛部門） 宮崎農業 １校４名が参加 
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令和元年度全国高等学校総合体育大会の結果について

スポーツ振興課

日 程：令和元年７月２７日から８月２０日まで

開催地：南部九州ブロック

【 団 体 】（入賞数：９競技１２種目）

№ 競 技 名 性別 学 校 名 成 績 備 考

１ 少 林 寺 拳 法 男 都 城 工 業 １ 位 団体演武

２ ボ ク シ ン グ 男 日 章 学 園 ２ 位 学校対抗得点

３ 弓 道 女 宮 崎 商 業 ２ 位

４ 弓 道 男 延 岡 学 園 ３ 位

５ 新 体 操 男 小 林 秀 峰 ４ 位

６ ソ フ ト テ ニ ス 男 都 城 商 業 ５ 位

７ バスケットボール 男 延 岡 学 園 ５ 位

８ 剣 道 男 日 章 学 園 ５ 位

９ ソ フ ト ボ ー ル 男 日 向 工 業 ５ 位

10 少 林 寺 拳 法 女 都 城 ６ 位 団体演武

11 カ ヌ ー 男 宮 崎 工 業 ６ 位 学校対抗得点

12 カ ヌ ー 女 宮 崎 大 宮 ７ 位 学校対抗得点

【 個 人 】（入賞数：１２競技３１種目）

№ 競 技 名 性別 種 目 氏 名（学校名） 成績

１ 陸 上 女 走り幅跳び 神田 あやの（宮崎商業） ２位

２ ソフトテニス 男 個人 田中・大山（都城商業） ２位

３ ボクシング 男 ライトウエルター級 脇田 夢叶（日章学園） ２位

４ ボクシング 男 ミドル級 松野 晃汰（日章学園） ２位

５ カ ヌ ー 男 カナディアンフォア(500ｍ) 後藤、髙﨑、小磯、藤澤（宮崎工業） ２位

６ 柔 道 男 ９０ｋｇ級 戸髙 淳之介（延岡学園） ２位

７ ボクシング 男 ピン級 田端 佑元（日章学園） ３位

８ カ ヌ ー 男 カナディアンペア(500ｍ) 後藤、藤澤（宮崎工業） ３位

９ ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ９６ｋｇ級スナッチ 池島 旺我（小林秀峰） ４位

10 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ９６ｋｇ級トータル 池島 旺我（小林秀峰） ４位

11 自 転 車 女 500ｍタイム･トライアル 岩元 美佳（都城工業） ４位

12 カ ヌ ー 女 カヤックペア(500ｍ) 西條、矢野（宮崎商業） ４位

13 ボクシング 男 フライ級 川野 蓮斗（日章学園） ５位

14 ボクシング 男 ウエルター級 永野 友己（日章学園） ５位

15 レスリング 男 ５１ｋｇ級 中石 皓大（都城西） ５位

16 フェンシング 男 サーブル 杉野 照瑛（宮崎南） ５位

17 弓 道 女 個人 杉尾 友香（宮崎商業） ５位
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18 カ ヌ ー 男 カナディアンシングル(500ｍ) 原田 雅功（宮崎商業） ５位

19 カ ヌ ー 女 カヤックフォア(500ｍ) 村田、圖師、長友、大木（宮崎商業） ５位

20 バドミントン 男 シングルス 小川 航汰（日章学園） ５位

21 バドミントン 男 ダブルス 小川、樋口（日章学園） ５位

22 柔 道 男 ６６ｋｇ級 大久保 竜之介（延岡学園） ５位

23 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ９６ｋｇ級ｸﾘｰﾝ＆ｼﾞｬｰｸ 池島 旺我（小林秀峰） ６位

24 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ７３ｋｇ級トータル 藺牟田 宵響（小林秀峰） ６位

25 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 男 ７３ｋｇ級ｸﾘｰﾝ＆ｼﾞｬｰｸ 藺牟田 宵響（小林秀峰） ７位

26 自 転 車 女 500ｍタイム･トライアル 平部 莉彩（都城工業） ７位

27 少林寺拳法 男 組演武 馬籠、村社（都城工業） ７位

28 少林寺拳法 女 単独演武 立元 日香里（都城西） ７位

29 少林寺拳法 男 単独演武 川﨑 空人（都城） ８位

30 少林寺拳法 女 組演武 川﨑、深港（都城） ８位

31 カ ヌ ー 男 カヤックフォア(500ｍ) 岩田、柳田、日髙、山田（宮崎大宮） ８位

【 参考資料 】

※ベスト８以上入賞者数及び団体数

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

団 体 ４ ３ ７ ６ ０ ６ ７ ３ １０ ９ ３ １２

個 人 ２５ ８ ３３ １０ ７ １７ ２３ １１ ３４ ２３ ８ ３１

合 計 ２９ １１ ４０ １６ ７ ２３ ３０ １４ ４４ ３２ １１ ４３

※優勝数

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

団 体 １ ０ １ ２ ０ ２ １ ０ １ １ ０ １

個 人 ２ ０ ２ １ ０ １ １ １ ２ ０ ０ ０

合 計 ３ ０ ３ ３ ０ ３ ２ １ ３ １ ０ １

第１０１回全国高等学校野球選手権大会の結果について

開催地：兵庫県西宮市

月 日 試 合 対 戦 成 績

８月８日 １回戦 富 島（宮崎） 対 敦賀気比（福井） １－５
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令和元年度全国中学校体育大会の結果について

スポーツ振興課

日 程：令和元年８月１７日から２５日まで

開催地：近畿ブロック

【 団 体 】（入賞数：２競技２種目）

№ 競 技 名 種 目 学 校 名 成 績

１ サ ッ カ ー 男 子 日章学園 優勝（２年連続４度目）

２ サ ッ カ ー 男 子 宮崎日大 ３ 位

３ ソ フ ト ボ ー ル 男 子 門 川 ５ 位

【 個 人 】（入賞数：１競技１種目）

№ 競 技 名 種 目 氏 名（学校名） 成 績

１ 柔 道 女子個人４４kg級 福永 葉子（宮崎日大） ３ 位

【 ベスト８以上の入賞数及び団体数 】

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計

団体 １ ０ １ ２ ０ ２ ５ １ ６ ３ ０ ３

個人 ３ ２ ５ ３ １ ４ ３ ２ ５ ０ １ １

合計 ４ ２ ６ ５ １ ６ ８ ３ １１ ３ １ ４

【 優勝数 】

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計 男子 女子 合計

団体 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ １ ０ １

個人 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２ １ ０ １

※参考（連盟・協会主催大会）

【 団体・個人 】

№ 競 技 名 種 目 氏 名（学校名） 成 績

１ 全国中学生空手道選手権大会 女子組手個人 木屋尾 春菜（富田） ５ 位

２ 全国中学生弓道大会 男子団体 妻中学校 ５ 位

３ 全国中学生弓道大会 女子団体 三股中学校 ５ 位

４ 全国中学生弓道大会 男子個人 元野 晃佑（三股） ４ 位
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